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教材電子化の目的

• 今，できていなくて，やりたいこ今，できていなくて，やりたいこ
とができるようにしたい
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教育をどうしたいのか

• 教育の質を上げたい ←教員視点教育の質を上げたい 教員視点
– 楽しく，真剣に学んで欲しい

今より進学率が上がればよい･･･だけか？– 今より進学率が上がればよい･･･だけか？

• やり甲斐のある勉強をしたい ←生徒視点
– 当面，やって楽しいのが良い

– テストの点が付いてくればもっと良い･･･だけか？テストの点が付いてくればもっと良い だけか？
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そのための教材電子化ビジョン

• 学習者にとって
– 教材を学習者自身が編集して｢自分なりに納得｣し
– 他人の納得と比較吟味して

適 拡げ– 適用範囲を段々拡げ，その記録を取っておく

• 教員にとって
– 同じ教材を教員が試して体験を共有し，
– どうしたら教育の質が上がるのか相互吟味して
– ｢教育の質向上｣コミュニティを活性化する
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教育をどうしたいのかに｢？｣が付く理由

• 目指されているのは，今の教育や
学習 は達成され な と学習では達成されていないこと
– 教員にも生徒にもゴールが見えない教員にも生徒にもゴ ルが見えない

– 新しい教え方はいろいろ提案されるが
判断根拠がわからない判断根拠がわからない

2010/7/16 教育の未来を拓く電子化教材 シンポジウム 6



Consortium for Renovating Education of the Future

教育をどうしたいのかに｢？｣が付く理由

• 目指されているのは，今の教育や
学習 は達成され な と学習では達成されていないこと
– 教員にも生徒にもゴール？が見えない教員にも生徒にもゴ ル？が見えない

– 新しい教え方はいろいろ提案されるが
判断根拠がわからない判断根拠がわからない

2010/7/16 教育の未来を拓く電子化教材 シンポジウム 7



Consortium for Renovating Education of the Future

教育をどうしたいのかに｢？｣が付く理由

• 目指されているのは，今の教育や
学習 は達成され な と学習では達成されていないこと
– 教員にも生徒にもゴール？が見えない教員にも生徒にもゴ ル？が見えない

– 新しい教え方はいろいろ提案されるが
判断根拠？がわからない判断根拠？がわからない

2010/7/16 教育の未来を拓く電子化教材 シンポジウム 8



Consortium for Renovating Education of the Future

教育をどうしたいのかに｢？｣が付く理由

• 目指されているのは，今の教育や
学習では達成されていないこと学習では達成されていないこと
– 教員にも生徒にもゴール？が見えない

– 新しい教え方はいろいろ提案されるが
判断根拠？がわからない

• 教材の電子化は，これらの｢？｣に
答を提供できるべき答を提供できるべき
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教育の｢？｣への当面の答

• 学びのゴールは｢発生的｣で多様学びのゴ ルは 発生的｣で多様
– ｢自分なりのわかり方が他人と違うこと｣が次の

ゴールを生む

– ｢自分が解ける(＝成果を適用できる)課題が他人と違
うこと｣が次の段階の学習を意欲づける

• 教え方の原理は実践結果の相互吟
味によって納得できる味によって納得できる
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教育の｢？｣への当面の回答支援

• 学びのゴール←多様性を保証学びのゴ ル 多様性を保証
– ｢自分なりのわかり方が他人と違うこと｣が次の

ゴ ルを生むゴールを生む

– ｢自分が解ける(＝成果を適用できる)課題が他人と違
がうこと｣が次の段階の学習を意欲づける

• 教え方の原理←教員間相互吟味• 教え方の原理←教員間相互吟味
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教育現場を変える

• 学習ゴールの多様性保証学習ゴ ルの多様性保証
– 学習者中心型学習形態へのシフト

– 学習履歴の保存 活用学習履歴の保存，活用

• 実践の共有・相互吟味保証
– 教材と実践結果の共有

– 教員ネットワークによる相互吟味
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結局新しい教材を作って結局新しい教材を作って
電子的に履歴活用・相互吟味するので

電子化教材が２つを繋ぐ電子化教材が２つを繋ぐ

学習ゴ ルの多様性保証• 学習ゴールの多様性保証
– 学習者中心型学習形態へのシフト

– 学習履歴の保存，活用

• 実践の共有・相互吟味保証• 実践の共有 相互吟味保証
– 教材と実践結果の共有

教員ネットワ クによる相互吟味– 教員ネットワークによる相互吟味
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学習者中心型授業へのシフト

• 自分の考えを外化して，意識的に見直し
たり作り替えたりする機会を積み上げるたり作り替えたりする機会を積み上げる
– ｢目的｣のある外化によって意識化を容易にする

外化の履歴を振り返り 編集できる環境を準備する– 外化の履歴を振り返り，編集できる環境を準備する

• 他人の考えを参考に，自分の考えを社会的
に編集して抽象度を上げるに編集して抽象度を上げる
– 抽象レベルを上げるのに有利な聞き手の役割を重視
– 他人の外化履歴も活用できる環境を準備する
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学習者中心型授業の仕組み学習者中心型授業の仕組み

• 有る程度分かる部品を分担して担当有る程度分かる部品を分担して担当

• 各部品担当が一人ずつ集まって課題を解く

• 各グループの解を総合的に検討して納得する各グル プの解を総合的に検討して納得する

空気の上昇 空気に含まれる水蒸気と温度 空気の膨張と温度

雲はどうしてできるのでしょう？３つ
の資料の内容をうまく組みあわせての資料の内容をうまく組みあわせて
答を作って下さい。なぜそういう答に
なるかも説明して下さい
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授業の成果授業の成果

• 雲のでき方を自分なりに説明できるようになる
• 子どもたちの感想

– 雲がどうやってできるか，予想していたのとまったく
ちがってびっくりしたちがってびっくりした

– 雲って、水蒸気の集まりじゃないの？
– 水滴と水蒸気って何が違うの？？？

• どの程度
楽しか たか楽しかったか

理解できたか
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もう一つの例：

｢わかるとはどういうことか｣｢わかるとはどういうことか｣

• ３つの資料
– 行間が読める
– 知っていることは覚えやすい

多義的 き– 多義的な解釈もできる

｢わからなくても 経験や知識が• ｢わからなくても，経験や知識が
ちょっと足りないだけ...かも｣
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もう一つの例：

｢わかるとはどういうことか｣｢わかるとはどういうことか｣

• 実際の授業風景のビデオをご覧く実際の授業風景のビデオをご覧く
ださい。

被映像権保護 ため こ ビデオ• 被映像権保護のため，このビデオ
放映中は記録をお取りにならない放映中は記録をお取りにならない
で下さい。

2010/7/16 教育の未来を拓く電子化教材 シンポジウム 18



Consortium for Renovating Education of the Future

• 埼玉連携校事前訪問時ビデオより埼玉連携校事前訪問時ビデオより
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共有の仕組み共有の仕組み
CoREFポータル
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教材が共有できることの効果

• 実践経験の共有

• 相互吟味による教材の作り変え

教員コミ ニティの育成• 教員コミュニティの育成
– ｢教育の質向上プロジェクト」｢新しいタイプの

教 修 デ 事業提案教員研修｣モデル事業提案

• 教材作りへの｢社会人プロ｣の参加教材作りへの｢社会人プロ｣の参加
を容易にする

｢教育現場 多様化 デル事業– ｢教育現場の多様化｣モデル事業
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学習履歴の活用

• 授業ビデオと音声記録
– 全記録＋要約メモ

• 生徒の外化活動記録生徒の外化活動記録
– 主には書いたもの
– いわゆる定期考査結果の活用
– 継続効果についてはインタビューなども

• 記録を分析して学習過程の理解へ• 記録を分析して学習過程の理解へ
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先程のビデオの授業では

B こういうことは (略)
知らなかったらこれって 解けないじゃん知らなかったらこれって 解けないじゃん
これは覚えているからできるんじゃん
アルファベットも数字もアルファベットも数字も
だからそれは記憶力じゃない? 

A よくや てるよねA よくやってるよね
B 偏差値40くらいとは思えない，私たち
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電 化教材有効利用 IT基盤電子化教材有効利用のためのIT基盤
• 双方向性の確保• 双方向性の確保

– 閲覧＋ダウンロード＋編集して投稿＋新規発信

• 履歴の収集機能履歴 収集機能
– ビデオ記録

• 一部を切り出してコメントをつけweb上で共有する機能
– 音声記録音声記録

• クラス全員の話合い音声記録からひとりひとりの音声を抽出
してテキスト化する機能

• テキスト化された発話記録の分析機能テキスト化された発話記録の分析機能

• ｢自分のもの｣を相互編集して公開できるバー
ジョン管理（著作権も関係するか？）
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ありがとうございましたありがとうございました
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